
  

 

１ 水産総合研究所の沿革と組織 

 

（１）位    置 

 東津軽郡平内町大字茂浦字月泊１０ 

（〒039－3381 TEL 017－755－2155  FAX 017－755－2156) 

 

（２）沿    革 

明治３３年２月  青森県水産試験場設置認可（農商務大臣） 

明治３３年４月  青森市大字大野字長島青森県庁構内に設置し事務開始           

明治３４年    相坂鮭鱒人工ふ化場を上北郡藤坂村に設置               

大正１３年    本場を八戸市湊町に移転                        

昭和２３年    黒石養魚場を南津軽郡中郷村に設置                  

昭和２３年    本場を西津軽郡鰺ヶ沢町に移転、庁舎新築 

昭和２４年    陸奥湾分場をむつ市に設置 

昭和２５年    黒石養魚場を黒石市大字石名坂に移転 

昭和２７年    陸奥湾分場が陸奥湾水産増殖研究所と改称され独立機関となる  

昭和４３年      水産増殖研究所を平内町茂浦に移転し、水産増殖センターと改称する 

昭和５１年３月  鰺ヶ沢町大和田に水産試験場新庁舎を竣工                              

昭和５６年４月  十和田市に青森県内水面水産試験場を設置する（相坂、黒石両養魚場 

及び内水面関係業務を移管）                            

昭和５８年２月  青森県水産試験場漁業研修センター竣工                 

平成 ５年    水産増殖センター新庁舎竣工                         

平成１２年４月  水産試験場創立１００年 

平成１３年３月  八戸市ポートアイランドに漁具倉庫新築 

平成１５年４月  試験研究機関の統合により青森県水産総合研究センターと改称され、 

下部機関として増養殖研究所、内水面研究所が配置となる 

平成１８年４月  水産総合研究センター庁舎を鰺ヶ沢町舞戸町に移転 

平成２１年４月  青森県水産総合研究センターと増養殖研究所を統合し、地方独立行政法人

青森県産業技術センター水産総合研究所となり、庁舎を平内町へ移転 
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（３）機    構（2021年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務所：３０名（うち、外部資金研究員１名） 

試験船：３０名 

 計 ：６０名 

所 長 

なつどまり 

(正職員５名) 

開 運 丸 

(正職員１５名、再任用職員１名) 

企画経営監 研究専門員 

青 鵬 丸 

(正職員９名) 

資源管理部 沿岸沖合の資源と漁場に関する調査研究 

(正職員５名、外部資金研究員１名) 

総務調整室 総務に関すること 

(正職員５名、再任用職員２名) 

(再任用職員２名)  

) 

漁場環境部 海洋環境と漁場環境に関する調査研究 

(正職員４名) 

ほたて貝部 ホタテガイと二枚貝の増養殖に関する調査研究 

(正職員４名) 

資源増殖部 海産動植物(二枚貝を除く)の増養殖に関する調査研究 

(正職員５名) 
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（４）施    設 
 

  ① 土     地    ２０，９７１．３０㎡ 

  ② 建     物     ５，４６１．７４㎡ 

   ・管 理 研 究 棟    鉄筋コンクリート造 １部２階建  １，７３５㎡ 

   ・実 験 機 械 棟    鉄骨造       平屋建    １，１２２㎡ 

   ・飼 育 実 験 棟     〃         〃     １，５６３㎡ 

   ・研 修 宿 泊 棟    木 造       ２階建      ２７１㎡ 

   ・作  業  棟     〃        平屋建      ３２４㎡ 

   ・取 水 ろ 過 棟    鉄筋コンクリート造          １０３㎡ 

   ・倉  庫  棟    木 造       平屋建      １０８㎡ 

   ・発 電 機 棟    鉄筋コンクリート造  〃        ５９㎡ 

   ・車  庫  棟    鉄骨造        〃        ７４㎡ 

   ・油  庫  棟     〃         〃         ８㎡ 

   ・そ  の  他                        ９５㎡ 

  ③ 主 な 施 設 

   ・海水取水ポンプ           ７．５ＫＷ    ３台 

   ・逆 洗 ポ ン プ           １８．５ＫＷ   １台 

   ・ろ過槽（重力式）          ８０トン／時   ３基 

   ・ろ過水貯水槽            １２０トン    １基 

   ・ろ過貯水タンク           ９トン      １基 

   ・屋外コンクリート水槽        １２トン：６面、１０トン：８面 

   ・親魚棟コンクリート水槽       ３０トン：１面、２０トン：１面、１０トン：４面 

   ・屋内ＦＲＰ水槽           ３０トン：２面、１０トン：２面、５トン：３面 

   ・ブ ロ ワ ー           ３．７ＫＷ：２台、５．５ＫＷ：１台 

   ・発  電  機           ５００ＫＶＡ    １台 

   ・海水温度制御装置（アクアトロン）  温海水 ５系統 ３５トン／時 

                      冷海水 ４系統  ６トン／時 

   ・海況自動観測装置（ブイロボット）  ３基 

  ④ 試  験  船 

   ・開  運  丸     １９９トン ディーゼル  １，６００ＰＳ（鉄鋼船） 

   ・青  鵬  丸      ６５トン ディーゼル  １，０００ＰＳ（鉄鋼船） 

・な つ ど ま り      ２４トン ディーゼル    ７７０PS （FRP船） 

  ⑤ 実  習  船 

・みどり         ４．２トン ディーゼル     ５０PS （FRP船） 

   ・二 十 一 海 洋     ２．８トン 船外機（４サイクル）１１０ＫＷ（ＦＲＰ船） 
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２ 職員名簿 

  

部　署 職　名 氏　名 部　署 職　名 氏　名

所　長 菊谷　尚久 船　長 笹原　一雄

企画経営監 吉田 　達 機関長 佐藤　正樹

総括主幹研究専門員 野呂　恭成 通信長 金屋　富明

研究専門員 金田一　拓志 一等航海士 石井　達也

室　長 長谷川　清 一等機関士 肴倉　厚雄

主　事 上野　美紀江 二等航海士 小平　泰史

主　事 新松　和季 二等航海士 今泉　健介

総務調整室 事務専門員 山田　雅治 開運丸 二等機関士 高屋敷 一成

技能技師 上村　健 二等機関士 榊　修悦

技能技師 三戸　俊和 甲板員 佐々木　惇大

技能専門員 尾鷲　政幸 甲板員 川口　翔平

総括研究管理員 伊藤　欣吾 甲板員 寺井　舜哉

（部長事務取扱） 甲板員 大坂　拓巳

研究管理員 和田　由香 機関員 須藤　竜太

資源管理部 主任研究員 田中　友樹 司厨員 阪 﨑 　 勝

研究員 松谷　紀明 海事専門員 小清水　寛

研究員 傳法　利行 船　長 若崎　忠彦

外部資金研究員 佐藤　大介 機関長 中村　義美

部　長 高坂　祐樹 一等航海士 本堂　洋一

漁場環境部 主任研究員 三浦　太智 一等機関士 多田　繕伸

研究員 扇田　いずみ 青鵬丸 一等機関士 角田　達美

研究員 長野　晃輔 二等航海士 小又　総

総括研究管理員 吉田　雅範 甲板員 稲葉　白虎

（部長事務取扱） 甲板員 北嶋　雄大

ほたて貝部 研究管理員 山内　弘子 司厨員 加福　文二

主任研究員 小谷　健二 船　長 八木橋　憲一

主任研究員 佐藤　慶之介 機関長 逢坂　健幸

総括研究管理員 髙橋　進吾 なつどまり 二等航海士 小笠原　大郎

（部長事務取扱） 甲板員 須藤　蓮登

主任研究員 鈴木　亮 主任海事専門員 長津　司

資源増殖部 主任研究員 遊佐　貴志

主任研究員 村松　里美

研究員 杉浦　大介

事務所：３０名

試験船：３０名

　計　：６０名
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３ 歳出予算執行状況 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：千円

事業内容 決算額

法人管理運営費支出 10,039

管理運営費支出 10,039

法人調整費 法人全体の調整(各種委員会等) 436

施設整備費 研究機器･設備の整備等 9,603

水産総合研究費支出 552,728

管理費支出 149,618

一般管理費(自己収入) 研究所の管理運営費(自己収入分) 2,231

一般管理費(交付金)支出 研究所の管理運営費(交付金分) 29,359

試験船警備費支出
試験船「開運丸」「青鵬丸」の巡回警備業務
委託料

2,511

運行管理費支出 試験船「開運丸」「青鵬丸」の運行管理費 27,564

上架修理費支出 試験船「開運丸」「青鵬丸」の維持修繕費 35,250

船舶保険料支出
試験船「開運丸」「青鵬丸」「なつどまり」及び実習船
「みどり」の漁船保険料

4,851

なつどまり運行管理費支出 試験船「なつどまり」の運行管理費 10,610

アクアトロン施設運営費支出 アクアトロンの設備保守管理 18,793

実習船管理費支出 実習船「みどり」の運行管理費 694

陸奥湾海況自動観測システム管理費
支出

陸奥湾海況自動観測システム運営費 10,575

非常勤職員等経費支出 非常勤労務員の賃金等 7,180

事業種目

407



  

 

 

 

 

単位：千円

事業内容 決算額

水総研業務費支出 10,424

資源管理研究費支出 1,594

重要魚類モニタリング調査事業費支出
底魚類の資源評価のための基本情報のモニ
タリング

631

マダイの資源管理手法と高鮮度処理
技術の開発事業費支出

マダイの効率的な年齢構成を推定する技術
の開発と鮮度処理の実態を解明

763

アニサキスを用いたサワラ来遊起源判
別事業費

サワラの来遊起源を明らかにするため、寄生
するアニサキスを用いた手法の開発

200

漁場環境研究費支出 913

イカ類漁海況情報収集･提供事業費支
出

スルメイカの漁期前調査及び漁期中の回遊
状況等の情報提供

288

陸奥湾海況情報提供事業費支出 海況情報データ提供及び情報交換 303

スルメイカの漁況予測に関する調査研
究事業費支出

効率的なスルメイカ操業を行うために必要な
漁況予測手法の開発

322

ほたて貝研究費支出 1,630

ホタテガイ増養殖安定化推進事業費
支出

天然採苗予報調査、増養殖実態調査 1,050

ICTを利用したホタテガイ養殖作業の
効率化技術の開発事業費支出

へい死軽減と成長促進が図れる養殖工程を
判断できるアプリケーションを開発

381

タイムラプスカメラを用いたホタテガイ養
殖篭内モニタリング事業費支出

タイムラプスカメラを用いたホタテガイ養殖篭
内モニタリング

199

資源増殖研究費支出 1,938

マツカワの養殖種苗生産技術開発事
業費支出

量産技術及び効率的な養殖技術を開発 408

日本海におけるサザエの身痩せの発
生状況に関する研究費支出

日本海におけるサザエの身痩せの発生状況
を調べる

200

着水型ドローンを用いた水産分野での
応用研究事業費支出

着水型ドローンの水産分野での応用の可能
性を探る

1,330

研究費交付金事業費支出 4,349

資源管理に必要な情報提供事業費支
出

日本海、太平洋、津軽海峡の海況情報提供 675

小型いか釣り漁業の経営安定推進事
業費支出

経営安定に向けたICTスルメイカ漁獲情報管
理システムの実用性を向上

315

新たな栽培・養殖魚種の増養殖体制
構築事業費支出

アイナメの成長などの生態調査 1,939

海面養殖業高度化事業費支出 ホタテガイのへい死原因解明 800

日本海で育む磯根資源利用促進事業
費支出

ドローを使った海藻資源調査 53

放流効果調査事業費 栽培漁業推進のための放流技術開発試験 567

事業種目
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単位：千円

事業内容 決算額

水総研受託研究費支出 79,383

水総研受託研究費支出 79,383

高層魚礁効果調査事業費支出 高層魚礁へのウスメバル蝟集状況調査 7,205

藻場造成効果調査委託事業費支出
水産基盤整備事業により整備した漁場の効
果調査

9,930

資源評価調査委託事業費支出
本県周辺海域での利用可能な魚種の資源
量を評価するための関係資料整備

30,318

資源管理基礎調査委託事業費支出
県資源管理指針等に基づき、適切な資源管
理推進のための調査

7,076

国際漁業資源評価調査（まぐろ・さめ）
委託事業費支出

国連海洋法条約に基づき、マグロ・サメ類の
科学的データを完備するための調査

759

あかいか資源調査事業費支出
太平洋沖合のアカイカ資源の動向及び漁場
形成要因解析のための調査

20,573

大型クラゲ出現調査及び情報提供委
託事業費支出

大型クラゲ出現情報及び情報提供 1,175

車力マコガレイ種苗作出試験事業費
支出

種苗放流のためのマコガレイ種苗生産試験 385

野辺地マコガレイ種苗作出試験事業
費支出

種苗放流のためのマコガレイ種苗生産試験 385

小泊ウスメバル放流種苗作出試験事
業費支出

種苗放流のためのウスメバル種苗生産試験 200

下前ウスメバル放流種苗作出試験事
業費支出

種苗放流のためのウスメバル種苗生産試験 200

定置網クロマグロ漁獲コントロール技
術開発事業費支出

定置網に入網したクロマグロを効率的にコン
トロールする技術開発

977

三厩ウスメバル放流種苗作出試験事
業費支出

種苗放流のためのウスメバル種苗生産試験 200

水総研受託事業費支出 5,610

水総研受託事業費支出 5,610

新規漁業就業者対策事業費支出
漁業の基礎知識、技術を身につけるための
賓陽塾の運営

1,174

漁業公害調査指導事業費支出 陸奥湾の漁場環境保全のための監視調査 354

温排水モニタリング調査事業費支出 東通原子力発電所の温排水による影響調査 764

EU向け輸出ほたて安全対策事業費支
出

対EUホタテガイ生産海域における毒素産出
性プランクトン調査

486

貝毒プランクトンモニタリング調査事業
費支出

国内向け二枚貝の貝毒及び貝毒原因プラン
クトンのモニタリング

2,622

ＩＣＴ利用によるホタテガイ養殖高度化
事業費支出

ホタテガイ養殖施設の管理用ＩＣＴブイの開発 210

事業種目
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※職員人件費については産業技術センター本部予算で一括計上 

※他の研究所から配分替えを受けて執行した事業費を含む 

※配分替えにより他の研究所で執行した事業費を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：千円

事業内容 決算額

水総研補助金支出 307,693

水総研補助金支出 307,693

試験船なつどまり代船建事業居支出
試験船なつどまり代船建造に係る概略設計
及び基本設計に要する経費

307,693

562,767

事業種目

合計
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４ 調査、研究報告及び資料・情報等の発行 

（１）公刊した報告書等     

報 告 書 名 発行年月 備 考 

 2020年度青森県産業技術センター水産総合研究所事業報告 2022年 3月   

 2020年度青森県産業技術センター水産部門事業概要年報 2021年 6月   

 
（２）提供情報 

情 報 名 期間及び回数 

 ウオダス漁海況速報 No.2090～2125  
2021年 4月～2022年 3月 

（36回） 

 陸奥湾海況情報 No.1336～1386 2021年 4月～20221年 3月（52回） 

 ホタテガイ採苗速報 No.717～734  2021年 4月～2022年 3月（12回） 

 ホタテガイ養殖管理情報 No.197～205 2021年 4月～2022年 3月（9回） 

 付着生物（ユウレイボヤ等）ラーバ情報 No.99～112 2021年 8月～2022年 3月（12回） 

 貝毒発生状況等速報  2021年 4月～2022年 3月（31回） 

 陸奥湾の水温（東奥日報紙） 2021年 4月～2022年 3月（毎日） 

ウスメバルの資源量予測について 2021年 4月、2022年 3月（各 1回） 

陸奥湾湾口海域のイカナゴ幼魚（コウナゴ）分布調査結果について 2021年 7月（1回） 

陸奥湾マダラ稚魚分布調査結果について 2021年 7月（1回） 

青森県日本海沖合のハタハタ分布調査結果 2021年 8月（1回） 

カレイ類新規加入量調査結果 2021年 8月（1回） 

ヒラメ稚魚着底量調査結果（日本海、太平洋） 2021年 9月（1回） 

イカナゴ類夏眠場調査について 2021年 10月(1回) 

令和 3年漁期のハタハタ漁獲対象資源量の予測結果 2021年 10月、12月(各 1回） 

イカナゴ稚仔分布調査結果 2022年 3月（1回） 

 

（３）青森県水産研究情報 水と漁 

発行番号 発行年月 

第 37号 2021年 7月 

第 38号 2021年 12月 

第 39号 2022年 3月 
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